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15 京都駅東部エリア 

（１） 地域の概要 

京都駅東部エリアは，京都駅北側周辺から，

鴨川の東側にある三十三間堂，京都国立博物

館など東山の文化ゾーンへと続く地域です。

本エリアには，梅小路公園を中心とする「京

都駅西部エリア」と京都駅，東山とを結び，

交流や賑わいの創出が期待される東西の「新

たな文化軸」と，鴨川，高瀬川といった南北

の「悠久の自然・文化軸」の二つの軸が交差

する，いわば「文化の十字路」が存在します。

近年，京都美術工芸大学京都東山キャンパスが開校され，令和 5年度に京都市立芸術大学や京都市立銅

駝美術工芸高等学校の移転が予定されるなど，文化芸術の新しい動きが生まれる「火床」となる場所で

あり，国内外から多くの人々が集まり，交流し，世界へ広がる創造の一大拠点となることが期待される

大変重要な地域となっています。 

本エリアでは，これまでから，地域性，歴史性を大切にした地域を主体とするまちづくりが連綿と培

われ，京都の玄関口にふさわしい個性豊かで魅力的なまちづくりが進められています。 

京都市では，京都駅周辺エリアのまちづくりの方向性を定めた「京都駅西部エリア活性化将来構想」

（平成２７年３月），「京都駅東南部エリア活性化方針」（平成２９年３月）に続き，「京都駅東部エリア

活性化将来構想検討委員会」での検討や市民意見募集の結果も踏まえ，本エリアの目指すべき将来像や

その実現方策等を取りまとめた「京都駅東部エリア活性化将来構想」を平成３１年３月に策定しました。 

 

（２） 地域の将来像 

① まちづくりの理念・基本的な考え方 

「京都駅東部エリア活性化将来構想」は，文化庁の京都への全面的な移転が決定されるなど，文

化芸術によるまちづくりの機運が高まる中で，本エリアの様々な主体が将来ビジョンを共有し，京

都駅西部エリア，東南部エリアなど，京都駅周辺エリアの多層な機能の連携により，「文化芸術都

市・京都」の新たなシンボルゾーンを創生するため，策定しました。文化芸術と経済，大学，まち

づくり，教育，福祉など，様々な分野との有機的な連携を図り，ＳＤＧｓの視点を踏まえた持続可

能なまちづくりや新たな魅力，価値の創出に取り組むことにより，京都全体の活性化を牽引します。 

② 地域の目標・将来像 

京都市立芸術大学の移転などを契機として，過去，現在の時間を紡ぎ，新しいまちの未来を拓く

ため，将来ビジョン「文化芸術都市・京都の新たなシンボルゾーンを創生し，人と人，人と地域が

つながるまち」の実現を目指します。また，まちの姿として，３つの将来像を定めます。 

〇 子ども・若者から高齢者まで，安心・安全に暮らし，誰もが集い，交流し，活力のあるまち 

〇 京都の玄関口・京都駅及びその周辺と東山の文化エリアを結ぶ立地にふさわしい，賑わい 

のあるまち 

〇 京都はもとより，国内，世界の文化芸術をつなぐ拠点となるまち 
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（３） 地域のまちづくりの方針 

 ア 多様な人が交流し，多様な価値観が尊重される豊かなコミュニティの実現 

誰もが文化芸術を創造し，享受することができる環境づくりなど，文化芸術が持つ力を活かし

たまちづくりを推進することにより，本エリアへの定住を促進するとともに，まちづくりの担い

手の育成を支援します。また，住民同士や住民と学生，訪れる方との交流を促し，相互理解を深

めることにより，安心・安全で豊かなコミュニティの実現を目指します。 

   ・ 誰もが文化芸術活動に参画できる環境の推進 

   ・ 地域資源や自然環境を保全・活用したまちづくりの推進 

   ・ 芸術資源や地域情報の収集・保存・活用 

   ・ 交流スペースとしての公共空間の活用 

   ・ 子育て世帯等の市営住宅入居促進 

   ・ 空き家対策の推進 

   ・ 住宅関連事業の推進と将来活用地の活用 

 イ 京都駅と東山の文化エリアを結ぶ立地特性を活かした新たな賑わいの誘導 

京都駅から東山の文化エリアや市内中心部を結ぶ本エリアの利便性の高い立地特性を活かし，

文化芸術・伝統産業の振興に資する新たな魅力や賑わいの創出に取り組みます。これにより，本

エリアや，隣接する京都駅西部エリア，東南部エリアをはじめ，京都駅周辺ひいては京都全体の

活性化に寄与します。また，文化芸術と観光をはじめとする関連分野とを連携させることにより，

経済的な価値を創出し，持続的な文化芸術の発展と経済成長の好循環を生み出します。 

   ・ 新たな賑わいの創出と商店街及び周辺地域の活性化 

   ・ 歴史的・文化的建造物等の活用 

   ・ 文化財等の活用による観光振興 

   ・ 京都の文化に触れる機会の充実 

   ・ 文化芸術に関するイノベーションの創出や伝統産業の振興 

   ・ 文化芸術を“五感”で感じながら，安心・安全で楽しく回遊できる環境づくり 

   ・ 住宅関連事業の推進と将来活用地の活用（再掲） 

 ウ 教育，研究，交流による「人づくり」をはじめとする，文化芸術を創造・発展させ，次世代に 

継承するための環境整備 

芸術系大学をはじめ，多彩で魅力的な文化芸術資源が集積し，京都における文化芸術の創造と

継承の土台となる「人づくり」を担う本エリアのポテンシャルを活かし，教育，研究機能の充実

や，更なる世界との交流や発信を推進し，「文化首都・京都」の都市格向上を力強く牽引します。 

   ・ 多様な創造活動拠点としての世界に向けた発信 

   ・ 文化芸術活動を活かした国際交流の促進 

   ・ 文化芸術・伝統産業など様々な分野における多様な担い手の育成 

   ・ 先進的な研究・創造活動に取り組む場の創出 

   ・ 文化芸術の発信の場としての公共空間の活用 

   ・ 芸術系大学と施設の連携による文化芸術の振興 

   ・ 京都市立芸術大学・京都市立銅駝美術工芸高等学校の移転整備に伴う都市景観の向上 

   ・ 京都駅東部エリアにふさわしい施設の誘導 

   ・ 文化庁と連携した文化芸術の発信 

   ・ 住宅関連事業の推進と将来活用地の活用（再掲） 


